
 

 

 

  

第８回改築懇談会が開催されました（令和３年９月 29日） 
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第一中改築・井之頭小通学手段に関する説明動画配信、第五中改築・第五小通学手

段に関する説明動画配信を行いました 

 

第８回改築懇談会では、前回の改築懇談会に引き続き、今後第

五中学校の基本設計を行っていくうえで基となる「第五中学校改

築コンセプト（案）」の後半（構造、設備など技術的な検討）を委員の

皆様と確認し、意見交換を行いました。 

また、新校舎の概略平面図案、現時点でのイメージパースをお示

しし、今後の改築事業のイメージを共有しました。 

今後、昨年度策定した「武蔵野市立第五中学校改築基本計画」及

び「第五中学校改築コンセプト」に基づき、設計条件を整理し、新し

い第五中学校の姿（基本設計）を 12月にまとめていく予定です。 

 令和３年９月 1 日（水）～13 日（月）の期間で、第一中学校改築・井之頭小学校通学手段に関する説明動画、

第五中学校改築・第五小学校通学手段に関する説明動画を YouTubeにて配信し、意見募集を行いました。 

いただいたご意見等についての回答は、10月中旬を目途にホームページに掲載いたします。 
 

★意見募集対象者 

【第一中・井之頭小】・第一中生徒・井之頭小及び第一小児童の保護者 

・第一中学区内にお住まいの方（御殿山全域、吉祥寺本町 1丁目１～11番、吉祥寺本町 

２～４丁目、中町全域） 

【第五中・第五小】・第五中生徒・第五小及び関前南小児童の保護者 

・第五中学区内にお住まいの方（西久保全域、関前 1～４丁目） 
 

★結果 （令和３年９月 13日午後５時時点、速報値） 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

★主なご意見 

 ・井之頭小、第五小改築中に運行予定のスクールバスについて、対象学年を拡大し、４年生以上も利用 

できるようにしてほしい。 

 ・井之頭小、第五小改築中に運行予定のスクールバスについて、対象範囲を拡大し、1.5キロメートル未 

満でも利用できるようにしてほしい。 

 ・井之頭小、第五小が仮設校舎を使用する際の小学生の学校生活はどうなるのか。（校庭、プール、行事 

の実施など） 

 第一中・井之頭小 第五中・第五小 

動画再生回数 341 221 

意見者数 （うち、参考意見） 25（2） 

意見件数 （うち、参考意見） 54（3） 
 
※意見者数と意見件数は第一中・井之頭小、第五中・第五小合計 
※参考意見は、意見募集対象者以外からの意見 
 

第８回五中改築懇談会の様子 



 

武蔵野市立第五中学校改築事業 今後の予定 

 

お問合せ：武蔵野市教育委員会 教育企画課 財務係 （電話 0422−60−1972） 

 

日程 内容 

11月 30日（火）午後２時～ 第９回第五中学校改築懇談会 

令和４年１月頃 保護者・学区内在住者説明会 

令和４年２月頃～８月頃 仮設校舎建設 

令和４年３月頃 まちづくり条例に基づく近隣説明会 

 

第五中学校新校舎における教育空間の考え方（第五中学校改築コンセプト（案）より抜粋） 

※現時点でのイメージです 

ラーニングコモンズを上階からみおろす 外観鳥観図 

校舎断面図 
大階段+吹抜 

（五中ステップ） 

※会議資料、議事録は市ホームページで公開いたします。 

※会議は原則傍聴いただけますが、新型コロナウイルス感染症の状況により、ご遠慮いただく場合がございます。 

傍聴をご希望のかたは、市ホームページや電話でのお問い合わせなどで最新の状況をご確認ください。 

🔎http://www.city.musashino.lg.jp/shisei_joho/sesaku_keikaku/kyoikubu/10

30335/1029322.html（武蔵野市立第五中学校改築懇談会） 

🔎http://www.city.musashino.lg.jp/shisei_joho/sesaku_keikaku/kyoikubu/10

30335/1030869.html（武蔵野市立第五中学校改築事業） 

「コモンズ」とは… 

集まる場所、共有する

広場を意味し、生徒の

自主的・主体的な活動

を促す場という意味も

含みます。 

「校舎全体をゆるやかにつなぐ学びの空間」 

主体的・対話的で深い学びの活性化 個別最適な学び・協働的な学び選べる学びの空間 

 

・学校図書室+多目的室を「ラーニングコモンズ」として、学校の真ん中に、開放的に整備 

・「ラーニングコモンズ」を中心とした学びの空間を連続させ、学びの重なりをつくる 

・重なりが日常生活の中で、学びとの出会い・興味・楽しさを生みだし、交流・刺激・遊びを誘発 

・多様な空間の連続的配置により、生徒自らが学びの場を見つけられる 


